
　 岩手県下閉伊郡田野畑村は、三鷹市井の頭で暮らし、自宅敷地内の離れの書斎で「破獄」や「天狗争
乱」など数々の作品を執筆した吉村昭が、昭和41（1966）年に太宰治賞を受賞した「星への旅」の舞台とな
ったゆかりの地です。吉村は、そのほか「海の壁　三陸沿岸大津波」（のち「三陸海岸大津波」に改題）や
「幕府軍艦「回天」始末」、「梅の蕾」等の田野畑村をはじめとする三陸地方を舞台とした作品を発表して
います。また、毎年夏になると、吉村は家族で田野畑村を訪れ、自然の豊かさと人の温かさに包まれながら
時を過ごしました。その様子を妻で作家の津村節子が「三陸の海」で「田野畑への旅はかれが唯一取材メモ
を持っていかない憩いの旅であった」と記しています。吉村は、訪問の度に田野畑村の人々との交流を深
め、平成２（1990）年に田野畑村名誉村民に選ばれています。
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岩手県下閉伊郡田野畑村岩手県下閉伊郡田野畑村

 吉村昭没後20年の年となる今年度、「星への旅」の執筆のきっかけになり、吉村が強
いインスピレーションを受けた「鵜の巣断崖」や、その地に建立された「吉村昭文学
碑」、吉村がかつて泊まった番屋（漁師小屋）があった地で、吉村昭文庫が所蔵開設
されている「島越駅」のある島越地区、「梅の蕾」のモデルである将基面夫妻が植樹
した梅の木の植栽がある田野畑村診療所、吉村が訪れた「北山崎」など、吉村昭ゆか
りの足跡をたどることで、作家の人となりや作品の背景を掘り下げるとともに、田野
畑村が吉村作品にどのような影響を与えたかについて理解を深めるため、吉村のゆか
りの地である田野畑村への訪問事業を開催します。

主催：三鷹市　共催：公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団

写真：鵜の巣断崖（岩手県下閉伊郡田野畑村）

岩手県田野畑村訪問事業

吉村昭（1993年　三鷹市所蔵）



7:30 三鷹市役所 集合 ・出発　      東京駅       盛岡駅        14:50   ⽥野畑村

岩手県田野畑村訪問事業

募集要件

三鷹市民の方（在学・在勤を含む）

原則２名⼀組でお申込みください。

応募者多数の場合は抽選とさせていただき、三鷹市民２名⼀組のお申込みを優先いたします。

在学の方は学⽣証、在勤の方は社員証等を確認させていただく場合があります。

募集人数 20名（応募多数の場合は抽選とさせていただきます。）

参加者負担金

三鷹市民の方      ２３，０５０円

（２日分の昼食代、集合場所(三鷹市役所）まで及び解散（東京駅）後の交通費等については別途ご負担いただきます。）

⾏程

往路 9⽉26⽇（⼟）

⽥野畑村村内における⾒学場所

鵜の巣断崖・吉村昭文学碑（「星への旅」ゆかりの地）

島越地区（島越駅構内吉村昭文庫・震災遺構）

北山崎

田野畑村診療所（「梅の蕾」ゆかりの地）

思惟大橋・津村節子詩碑

各見学場所について、
三鷹市吉村昭書斎の学芸員がガイドを行います。

復路 9⽉27⽇（⽇）

13:00 田野畑村         盛岡駅        東京駅・解散
☆行程の詳細につきましては、後⽇、参加者にお知らせいたします。

吉村昭文学碑吉村昭文学碑吉村昭文学碑吉村昭文学碑 津村節子詩碑津村節子詩碑津村節子詩碑津村節子詩碑北山﨑北山﨑北山﨑北山﨑

宿泊場所 ホテル羅賀荘 （岩手県下閉伊郡⽥野畑村羅賀60―1）

申込方法 市ホームページの募集要項も確認のうえ、往復はがきまたは申込フォームからお申込みください。

往復はがきは〒181-0001 三鷹市井の頭3-3-17三鷹市吉村昭書斎　田野畑村訪問事業係　あてにお送りください。往復はがきに
参加者全員の①氏名②住所（在学・在勤の方はその旨）

③ご連絡先電話番号及びメールアドレス④年齢と、返信ハガキに宛先をご記入ください。

（申込多数の場合は抽選とさせていただきます。）

申込締切 令和８年７⽉２１⽇（往復はがきは消印有効）

・本事業の申し込み受付等は三鷹市スポーツと文化財団が行い、乗⾞券、宿泊費等の⼿配及び負担金の徴収については三鷹市スポーツと文化財  

　団が委託する旅行代理店が実施いたします。 
・本事業の申込後、キャンセル等が発生した場合は、旅⾏代理店が定めるキャンセル料を徴収させていただく場合があります。

・本事業当日の天候等により、内容に変更が⽣じる場合がありますのでご了承ください。

問い合わせ先
三鷹市吉村昭書斎
三鷹市スポーツと文化部芸術文化課

26−7500
29−9861（ダイヤルイン）

市マイクロバス 新幹線 借り上げバス・昼食

（予定）

借り上げバス 新幹線

三鷹市民以外の方 ４５，３００円

募集対象者

 ９⽉１９⽇（⼟）に三鷹市内で開催する吉村昭没後20年 記念講演会「父・吉村昭と⽥野畑村〜鵜の巣断崖に⾒た構
想〜」へ必ず参加できる方
 事業実施後に作成する「吉村昭 文学の地ガイド（仮）」のため、アンケートにご協⼒いただける方

申込フォーム

没後20年　吉村昭ゆかりの地
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